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新年のごあいさつ

明けましておめでとうございます。
みなさまにおかれましては、ご家族
共々すばらしい新年をお迎えのこととお
慶び申しあげます。
昨年中は、暴力追放運動等の事業にご
支援とご協力をいただきましたことに厚
くお礼申しあげますとともに、暴追セン
ターの事業活動を支えていただいている
賛助会員のみなさまに対しまして、心よ
り感謝申しあげます。
さて、昨年は、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大とこれに伴う感染防止対
策が大きな社会問題となり、みなさまに
おかれましては、大変ご苦労されたもの
と推察いたします。　
暴追センターにおきましても感染拡大
防止の観点から、10月に予定されてお
りました安全・安心まちづくり長崎県大
会を初めとした各種の行事等が中止を余
儀なくされるなど厳しい情勢ではありま
したが、できうる限りの感染防止対策を
とりながら、広報啓発活動や暴力相談、
不当要求防止責任者講習の他、暴力団排
除に向けた各種事業に取り組んできたと
ころであります。
一方、暴力団情勢につきましては、そ
の勢力は全国的にも減少の一途を辿って
いると聞き及んでおります。
しかし、六代目山口組の分裂に端を発
した抗争事件は後を絶たず、全国各地に

おいてけん銃を使用するなどの凶悪な事
件が発生しており、予断を許さない状況
は続いています。
更に、新型コロナウイルス感染症の影
響により景気が低迷する中で、その資金
源活動につきましても、新たな資金源を
求めてこれまで以上に巧妙化、多様化す
ることが懸念される状況にあると思われ
ます。
しかし、いかなる社会情勢にあろうと
も、暴力団等反社会的勢力の壊滅のため
には県警、弁護士会、暴追センター、行
政機関は勿論、地域､職域が一体となって、
社会全体が「暴力団を恐れない。暴力団
を利用しない。暴力団に金を出さない。
暴力団と交際しない」という暴力団追放
三ない運動プラス１を展開することこそ
肝要です。
暴追センターといたしましても、暴力
団員による不当な行為の予防に関する広
報啓発活動、相談業務、不当要求防止責
任者講習など各種事業の確実な推進はも
とより、民間における暴力追放運動の推
進母体として関係機関や地域、職域など
の暴排組織の皆様と連携をとりながら、
暴力団排除活動を推進していきたいと
思っています。
最後になりましたが、みなさまのご多
幸、ご活躍を祈念申し上げ、新年のご挨
拶といたします。

公益財団法人
長崎県暴力追放運動推進センター

理事長　　宮 脇 雅 俊
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ご あ い さつ

　本部長

長崎県警察本部

　　早 川 智 之

謹んで新春のお慶びを申し上げます。
昨年は、新型コロナウイルス感染症拡
大により、社会生活や経済活動が一変し、
新たな対応が求められた１年となりまし
た。
このような厳しい状況下にありながら、
県民の皆様方におかれましては、暴力団
排除活動を始め、警察行政各般にわたり
深い御理解と御協力を賜っておりますこ
とに、紙面をお借りしまして厚く御礼申
し上げます。
さて、昨今の暴力団情勢は、各種法令
を駆使した取締りの強化に加え、皆様の
暴力団排除対策への取組みが浸透し、全
国及び本県ともにその勢力は着実に減少
しています。
しかし、最大勢力を誇っていた六代目
山口組が平成27年に分裂して以降、対
立抗争に起因する、拳銃等を使用した凶
悪事件が全国各地で頻発し、依然として
地域社会に大きな不安を与え続けていま
す。
また、暴力団は組織の生き残りをかけ
て、組織や活動実態の潜在化、不透明化
を一層進展させて一般の経済活動に巧み
に入り込むとともに、刻々と変化する社
会情勢に応じて、多種多様な資金獲得活
動を行っています。特にこのコロナ禍に

おいては、社会経済の混乱に乗じ、全国
及び県内において暴力団員等による新型
コロナ関連の公的給付・貸付金を不正に
受給するという詐欺事件が発生していま
す。
このような情勢を踏まえ、暴力団員等
からの県民の被害を防止し、安全で平穏
な生活を確保するため、また、社会経済
活動を健全に発展させるため、県警では
本年も「暴力団等の壊滅と薬物・銃器犯
罪の根絶」を運営指針の一つに掲げてお
ります。
今後とも、暴力団対策法その他各種法
令を多角的に活用し、暴力団員等の検
挙・取締りを強力に推進していくととも
に、暴追センターを始めとする関係機
関・団体の皆様と緊密な連携を図りなが
ら、暴力団の壊滅を目指して県民一丸と
なった暴力団排除活動をより一層推進し
て参ります。
皆様方には本年も引き続き、それぞれ
のお立場から、暴力団排除活動に対する
御理解と御協力をお願いいたします。
結びに、一日も早い新型コロナウイル
ス感染症の収束と、県民の皆様の御健勝
と御多幸を祈念申し上げまして新年の御
挨拶とさせていただきます。
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九州ブロック表彰

県大会表彰

安全・安心まちづくり長崎県大会の中止
　県民の暴排意識の高揚を図るために､長崎県暴追センター、長崎県警察、長崎県、長崎県防犯
協会連合会との共催により、令和２年10月1３日、佐世保市において開催予定でありました地
域安全・暴力追放運動「安全・安心まちづくり長崎県大会」は、新型コロナウイルス感染拡大
防止のため、中止となりました。なお、大会当日表彰予定でありました受賞者は、次のとおり
各警察署等において表彰伝達されました。

早岐警察署において表彰伝達相浦警察署において表彰伝達

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます
表彰状（暴力追放運動推進功労）

村中　弘司　様（佐世保市）
（相浦地区暴力追放運動推進協議会元会長）

個人

暴追センターにおいて表彰伝達

感謝状 （暴力追放事業協力功労）

石井　輝光　様（時津町）
（暴追センター元モニター）

個人

村瀬　公一郎　様（佐世保市）
（早岐地区暴力追放運動推進協議会会長）

個人

令和２年度地域安全・暴力追放運動

受賞者の皆様、永年にわたる暴力追放運動
へのご尽力､誠にありがとうございました。
今後とも、引き続きご協力よろしくお願い
申し上げます。
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九州ブロック表彰

表彰状（暴力追放運動推進功労）
受賞おめでとうございます

全国暴力追放功労表彰

表彰状（暴力追放功労者）

受賞おめでとうございます

写真中央向かって左側　後藤 雅章 様
写真中央向かって右側　早岐地区暴力追放運動推進協議会
　　　　　　　　　　　（会長 村瀬 公一郎） 様

受賞式の状況
（早岐警察署署長室において）

個人

団体

後藤　雅章　様
（暴追センターモニター）
早岐地区暴力追放運動推進協議会
（会長　村瀬　公一郎）　様

７／ 22表彰授賞式は、受賞者の皆様の居住
地を管轄する早岐警察署において、池田聡
組織犯罪対策課長より表彰伝達されました。

梶村 龍太 様

田中 圓一 様

暴力追放栄誉銀章
田中 圓一 様
（暴追センター評議員、浦上地区暴追協会長）

暴力追放栄誉銅章
梶村 龍太 様
（弁護士、暴追センター相談委員、民暴委員等）

1／ 30長崎県警察本部において､池田秀明
刑事部長より表彰伝達されました。
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実際に暴力団等から不当要求を受けた時、
どんな対応をすべきなのか？（個別的なポイント）

◎　事件・訴訟の証拠
　　内容の記録化は、不正な手段による情
　報の取得ではない。（証拠化を図る）記
　録、録音、メモ　～　監視カメラも牽制、
　証拠化で有効
　　話し合いに齟齬（食違い）があれば困
　る・上司に報告する際も間違ってはなら
　ない。

◎　対応場所の選定
　　不測の事態に対応できる場所、管理権
　の及ぶ場所（出入口開放・監視カメラ・
　緊急時の対応連絡）、暴力団が指定する
　場所には出向かない。
◎　対応の人数
　　３～４名程度（相手より多い人数で対
　応し、事前に役割分担を決めておく）
◎　対応時間
　　集中力は20分程度（対応時間を明確に
　示す。）

①　相手の確認
　○　相手は誰なのか（立場）は？
　　当事者か、代理人か（委任状はあるの
　　か？）、第三者か（権限、資格はある
　　のか？）
　○　氏名拒否の場合は？
　　　「応対はできません。会社に報告で
　　きません。」とお引き取りをお願いす
　　る。
②　要求の確認
　○　要求内容は相手から具体的に言わせ
　　る。→ 自分勝手な判断をしない。
　○　何をネタに何を企んできたのかを確
　　認する。
③　事実の確認
　○　相手が言った事実はあるのか確認を
　　行う。
　○　事実の確認もなく、「善処します」
　　「対処します」「申し訳ありません」
　　と謝罪しない。

◎　彼らの脅迫・不当要求には、一次的な
　リスクは覚悟（公表）
　○　彼らは
　　　「街宣する。報道・本社・監督官庁
　　に言うぞ……」といろんな理屈で因縁
　　をつける
　　◦　ミスは必ず露見→ミス隠しは致命
　　　傷
　　◦ 例えミスや落ち度、弱みがあって
　　　も妥協は禁物
　　◦ 妥協すると、二の矢三の矢が飛ん
　　　でくる。「後は応じた。」と要求が
　　　繰り返される。
　○　回答例
　　　「改善を図り、本社・監督官庁には
　　既に報告済です。」「法令に基づき、
　　適正に処理します。（裏取引は絶対に
　　しない）」
　○　脅しには牽制
　　　「それはどういう意味ですか。」
　　「私に対する脅しと理解していいんで
　　すか（刑事責任を問いますよ）。」

◎　責任者は誰か？
　　「この件の担当者は私です。社長には
　私が必要性を判断して報告します。」

◎　誰の指示か？
　　「会社の方針です。」

◎　断る理由
　　　「理由を申し上げる必要はありませ
　　ん。」
　　～　契約自由の原則　～
　　◦　締結～　契約するかしないかは当
　　　事者の自由
　　◦　相手～　どんな相手と契約するか
　　◦　内容～ 契約内容をどんなものに
　　　するか
　　◦ 方法～ 契約の方法は自由

◎　文書回答を求められた場合
　　事実を認めたと主張されるので拒否
　　「文書での回答はお断りします。」

◎　過大な要求
　　物に対する侵害は、原則・慰謝料請求
　は認められない。
　　「当方の過失は、法に基づいて弁護士
　を介し、補償します。」

1 三つの確認

2 対応場所、人数、時間

3 内容の記録化

4 その他
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暴追センターの活動状況（７〜12月）

7～12月

（五島）

各地区暴追協議会等の暴排活動

（大村）

（対馬南）

（諫早）

新型コロナ退散祈願地域活性化
イベントにおける暴排活動

安全・安心まちづくり
キャンペーンにおける暴排活動

全国地域安全運動に
伴う暴排活動

西諫早街頭キャンペーンに
おける暴排活動

10月11日 10月16日

12月15日 12月15日

　主要業務である不当要求防止責任者講習は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、昨
年４月から中止を余儀なくされ、７月に開始し前半２回開催したが、感染状況から後半２回及
び８月、９月を中止した。10月からは、月４回のペースで再開したものの、本年1月に入り、
再び感染者が増加したことで本年度の講習を終了しました。（当初計画25回から14回の開催）
　講習においては、受講者数を半数以下に減少させ、全員マスク着用、検温､手指の消毒、ソーシャ
ルディスタンスの確保、会場出入口、窓の開放を行うなど換気の徹底を図りながら実施してお
ります。

検温・手指消毒 ソーシャルディスタンスの確保 飛沫防止段ボール製パネル

不当要求防止責任者講習会の状況



あたたかいご支援ありがとうございましたあたたかいご支援ありがとうございました

公益財団法人
長崎県暴力追放運動推進センター
所在地／長崎市万才町５番２４号　ヒルサイド５ビル４F

相談メールアドレス
info@boutsui-nagasaki.or.jp

ホームページ
https://www.boutsui-nagasaki.or.jp

095ー825ー0893電 話

FAX 095ー825ー0841

◎暴力団等のことでお困りの方は、まず相談を
無料・秘密厳守

●発行

●印刷

令和3年1月
（公財）長崎県暴力追放運動推進センター
株式会社岩永印刷所

発行と
印刷

長崎みなとメディカルセンター

文明堂

水辺の森
公園 長崎県

美術館
メディカルセンター

出島

大波止

夢彩都

旧長崎
県庁

新地中華街

西浜町

浜町
アーケード

メルカ
つきまち

浜町アーケード

旧県警
本部

※県警本部は、2018年2月に
　尾上町3番3号に移転しました。

↑至 長崎駅 ↓

至 

市
民
会
館

暴追センター

12月

11月

日
日
日
日

日

日
日
日
日
日
日
日
日

日
日
日
日
日
日
日
日

日
日
日
日
日
日

暴力団離脱指導講話（長崎刑務所）
不当要求防止責任者講習会（県央・諫早地区）の開催
不当要求防止責任者講習会(島原地区）の開催
長崎県被害者支援連絡協議会総会への出席

「長崎県内新幹線工事からの暴力団等排除対策協議会」総会（現地視察）

不当要求防止責任者講習会(県北・江迎地区）の開催
株式会社谷川建設社員研修での講話
地域安全・暴力追放運動長崎県大会～中止
不当要求防止責任者講習会（長崎地区）の開催
不当要求防止責任者講習会（県央・諫早地区）の開催
少年指導委員研修会（長崎地区）での暴排講話
不当要求防止責任者講習会（雲仙・吾妻地区）の開催
長崎市安全・安心まちづくり推進協議会への出席

少年指導委員研修会(佐世保地区）での講話
不当要求防止責任者講習会(県央・大村地区）の開催
不当要求防止責任者講習会(佐世保地区）の開催
長崎県不当要求行為対策自冶体連絡会議での講話         
不当要求防止責任者講習会（長崎地区）の開催 
長崎県銀行警察連絡協議会「運営委員会」における講話
不当要求防止責任者講習会(対馬地区）の開催
全国暴力追放功労者表彰伝達式（県警本部）

　　　　路線バスフロントマスクでの年末暴排広報
不当要求防止責任者講習会(壱岐地区）の開催
不当要求防止責任者講習会(長崎地区）の開催
不当要求防止責任者講習会(五島地区）の開催
不当要求防止責任者講習会(佐世保地区）の開催
長崎市役所職員研修での暴排講話 
その他、広報活動、相談業務、社会復帰支援企業20社に対する協力要請等

1
2
9
17

16

6
9
13
16
22
28
29
29

4
5
10
17
19
20
26
30

1
3
11
17
18
22

7月

9月

10月

フロントマスクを掲出して
走る島鉄バス

西肥バスにフロントマスクを
掲出しての広報

路線バスフロントマスクでの広報

　令和2年末現在、165の賛助会員の皆様から賛助金をいただき、ありがと
うございました。いただいた賛助金については、暴排意識の広報啓発活動など
センター事業の推進に役立たせていただきました。

～ 31 日


